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「
北
海
道
集
治
監
釧
路
分
監
の
移
設
工
事
」

　

現
在
郷
土
館
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
北
海
道
集
治
監
釧
路
分
監

本
館
は
、
明
治
19
年
12
月
に
函
館
の
請
負
師
に
よ
り
建
設
。
も
と

も
と
標
茶
市
街
の
標
茶
高
等
学
校
内
に
あ
り
ま
し
た
。

　

集
治
監
廃
止
後
は
日
本
陸
軍
の
外
郭
団
体
、
軍
馬
補
充
部
川
上

支
部
本
厩
の
事
務
所
に
転
用
さ
れ
、
太
平
洋
戦
争
後
、
標
茶
高
校

の
校
長
室
兼
職
員
室
と
し
て
使
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
塘
路
へ
と

移
築
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
ご
存
じ
の
本
町
を
代
表
す
る
古

建
築
物
で
あ
り
、
釧
路
地
方
最
古
の
洋
風
建
築
物
で
す
。

　

移
築
作
業
に
は
約
20
人
の
大
工
さ
ん
が
関
わ
り
、
昭
和
46
年
の

２
月
頃
に
完
成
し
ま
し
た
。
現
在
郷
土
館
の
後
ろ
に
は
フ
ィ
ト
ン

チ
ッ
ド
の
森
が
広
が
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
当
時
は
あ
ま
り
樹
木

が
な
く
す
っ
き
り
し
て
い
た
事
が
写
真
か
ら
伺
え
ま
す
。

撮　

影
／
昭
和
46
年
２
月
頃

場　

所
／
塘
路

し
べ
ち
ゃ
寫
真
館

常
盤

中
村
　
隆
之
助

川
上

佐
々
木
　
駿
介

佐
藤
　
美
津
穂

曽
根
　
愛
咲
美

曽
根
　
愛
結
美

野
竹
　
彩
花

村
上
　
里
佳

旭小
林
　
良
平

武
田
　
望

　

本
町
で
は
、
新
た
に
成
人
と
な
る

方
々
（
平
成
６
年
４
月
２
日
～
平
成

７
年
４
月
１
日
の
間
に
生
ま
れ
た

方
）
の
門
出
を
祝
し
て
、
平
成
27
年

標
茶
町
成
人
式
を
行
い
ま
す
。

　

本
町
に
住
民
登
録
し
て
い
る
方
に

案
内
し
て
い
ま
す
が
、
出
身
校
が
本

町
で
あ
る
な
ど
、
就
学
や
就
職
に
よ

り
住
民
登
録
し
て
い
な
い
方
々
の
参

加
も
広
く
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
ご

親
族
や
友
人
か
ら
の
情
報
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
の
で
左
記
に
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
前
日
に
は
町
内
の
有
志
の

方
々
が
企
画
す
る
「
前
夜
祭
」
も
開

催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
企
画
に
協
力

で
き
る
方
も
募
集
し
て
い
ま
す
の

で
、左
記
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
、
９

月
末
現
在
本
町
に
住
民
登
録
し
て

い
る
平
成
６
年
４
月
２
日
～
平
成

７
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

方
の
う
ち
、
名
簿
登
載
を
承
諾

（
11
月
19
日
現
在
）
さ
れ
た
方
の

み
下
記
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■日時／平成2７年１月11日㈰、
　　　　午後１時～
※受け付けは正午～
■場所／コンベンションホール
　　　　うぃず

■日時／平成27年１月10日㈯、
　　　　午後７時～（予定）
※受け付けは午後６時30分～（予定）
■場所／開発センター
■会費／１人1,000円（予定）

成人式 前夜祭

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／

　

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

　
（
☎
４
８
５
︱
２
１
１
１
内
線
２
８
８
）

富
士

中
村
　
綾
介

開
運

加
藤
　
紗
也
華

富
田
　
優
花

桜小
野
田
　
愛
美

北
村
　
紗
希

服
部
　
綾
乃

三
浦
　
愛
梨
菜

岡
本
　
泰
稀

佐
藤
　
由
利
子

平
和

中
川
　
貴
之

麻
生

齊
藤
　
成
美

高
村
　
ゆ
き

寺
島
　
紗
璃

栄秋
元
　
力

伊
藤
　
圭
亮

坂
本
　
千
洋

磯
分
内

猪
野
　
静
香

熊
谷
　
翔

進
藤
　
美
幸

長
島
　
二
葉

平
間
　
幸
都

虹
別

荒
木
　
祐
人

手
塚
　
良
平

茶
安
別

三
本
　
里
帆

（
敬
称
略
） 　

標
茶
町
成
人
式
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！ ！
！！！学校
の取組

標茶中学校

　

標
茶
中
学
校
（
全
校
生
徒

１
８
２
人
）
は
、
今
年
度
、
次
の

３
つ
を
重
点
目
標
と
し
て
掲
げ
て

い
ま
す
。

①
確
か
な
学
力
の
伸
長

②
豊
か
な
心
と
健
康
な
体
の
育
成

③
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り

《
学
力
向
上
の
た
め
に
》

　

今
、
し
き
り
に
学
力
向
上
が
叫

ば
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
本

校
が
取
り
組
ん
で
い
る
大
き
な
柱

は
次
の
２
点
で
す
。

㋐
教
師
の
授
業
力
向
上

㋑�

家
庭
に
お
け
る
学
習
習
慣
の
確

立

　

ま
ず
、
㋐
は
、
生
徒
に
と
っ
て

魅
力
的
な
授
業
に
す
る
た
め
の
研

修
の
実
施
で
す
。
互
い
の
授
業
を

見
て
意
見
を
言
い
合
う
な
ど
し

て
、
よ
り
良
い
授
業
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　

一
方
、
㋑
は
、「
宿
題
プ
ラ
ス

ア
ル
フ
ァ
」
と
い
う
目
標
を
生

徒
に
提
示

し
、
宿
題

を
す
る
だ

け
で
終
わ

る
の
で
は

な
く
、
自

分
に
合
っ

た
家
庭
学

習
に
励
む
よ
う
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。
生
徒
が
自
分
に
合
っ
た
方
法

で
自
主
的
に
取
り
組
む
家
庭
学
習

の
こ
と
を
「
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
」

と
い
う
言
い
方
を
し
て
い
ま
す
。

《
豊
か
な
心
を
育
む
》

　

本
校
で
は
以
前
か
ら
「
日
本
一

あ
い
さ
つ
が
で
き
る
学
校
」
と
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
掲
げ
、「
あ

い
さ
つ
運
動
」
を
継
続
し
て
い
ま

す
。
多
く
の
学
校
で
は
年
に
１

～
２
回
ほ

ど
、
時
期

を
限
定
し

て
あ
い
さ

つ
運
動
を

展
開
す
る

こ
と
が
多

い
の
で
す

が
、
本
校
は
年
間
を
通
じ
て
週
に

２
日
、運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

生
徒
会
書
記
局
と
生
活
常
任
委
員

会
が
力
を
合
わ
せ
、
気
持
ち
の
い

い
あ
い
さ
つ
か
ら
一
日
が
始
ま
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
成
果

も
あ
っ
て
、
来
校
さ
れ
る
方
々
か

ら
は
よ
く
「
素
晴
ら
し
い
あ
い
さ

つ
で
す
ね
」
と
の
お
褒
め
の
言
葉

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
道
徳
に
も
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。
一
般
的
に
、
道
徳

は
学
級
担
任
が
授
業
を
行
い
ま
す

が
、
本
校
で
は
学
級
担
任
だ
け
で

な
く
、
副
担
任
も
含
め
て
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
ん
で
道
徳
の
授

業
を
公
開
し
、
互
い
に
授
業
を
見

合
う
な
ど
し
て
、
よ
り
一
層
心
に

響
く
道
徳
授
業
の
推
進
を
始
め
た

と
こ
ろ
で
す
。

《
情
報
発
信
と
小
中
高
連
携
》

　
「
開
か
れ
た
学
校
」
の
た
め
に

は
広
く
情
報
を
発
信
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
本
校
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
代
わ
り
に
、
ブ
ロ
グ
と
い
う

形
で
情
報
発
信
を
始
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
校
で
は
標
茶
高
校
と

の
連
携
も
強
化
し
、
小
中
連
携
の

も
う
一
歩
先
、「
小
中
高
連
携
」

を
意
識
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
参
観
日
や
授
業
公
開
週
間
な

ど
を
利
用
し
て
互
い
の
教
職
員
が

行
き
来
し
、
授
業
を
参
観
す
る
と

こ
ろ
か
ら
連
携
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

て
い
ま
す
。
こ
れ
も
「
開
か
れ
た

学
校
」の
一
環
と
考
え
て
い
ま
す
。

授業風景
あいさつ運動

農林業コーナー

　食のつどいでは第８回から第10回までのテーマを「ご当地グルメを作ろう！」と
しています。それは、標茶町にも地場産品を生かしたご当地グルメがあったらいい
のに、という思いから始まりました。
　前回は、鶴居村よりレストランハートンツリーの服部佐知子さんをお招きして、
地元への思いや活動、地場産品を使った料理の話などをしていただきました。「標
茶にもこんなものがあったらいいのに」というご当地グルメ発掘タイムでは、テー
ブルごとに活発な意見やアイデアが出て、大変盛り上がり、皆さんもいろいろ思っ

ているんだなと知りました。
　今回はさらに具体的に掘り下げ、ご当地グルメ誕生へと近づけたいと思います。
　開催日は平成27年４月18日㈯で、実行委員の活動はこの日まで月１回程度の実行
委員会と、前日の準備、当日のお手伝いなどがあります。
　標茶にも「何かあればなぁ」といつも思っているあなた、一人じゃ出来なくても
何人か集まればきっといいものを生み出せます。ご都合の良いときに出席して、楽
しい標茶を思い描き食のつどいを一緒に開催してみませんか？

　実行委員会に参加してみたいと思う方は12月10日㈬までに下記に連絡してください。
■�問い合わせ／食のつどい実行委員会事務局役場農林課農業企画係（⑯番窓口☎内線242）

第９回 食のつどい 思いが集まればきっとできる
〜あったらいいのに、だったら作ろう、ご当地グルメ〜
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文芸作品

絵手紙の会

竹嶋　雅仁さん（　旭　）の作品

佐藤みさをさん（　旭　）の作品

みんなの 

作品展

掲載希望の方は、イラスト・詩・絵画・写真ほか何でも結構ですの
で、作品に住所・氏名を記入の上、次のところまでお寄せください。

〒088-2312　川上４丁目２番地
役場企画財政課地域振興係「みんなの作品展コーナー」

投稿お待ちしています

図書館だより
☎485-2300

■開館時間■
火〜木曜日：午前10時〜午後６時
金　曜　日：午前10時〜午後９時
土・日曜日：午前10時〜午後４時
休　館　日：月曜日・祝日

子ども工作

クリスマスの絵本展

■日時／12月21日㈰、午前10時30分～
　サンタクロースやクリスマスツリーをモ
チーフにした切り紙で、コースターを作ります。うまくできたら来年の
干支「ひつじ」にも挑戦してみましょう。
　定員は15人まで（小学校３年生以上）。
　図書館に申し込んでください。

■日時／12月２日㈫～25日㈭

川
　
柳
（
標
茶
川
柳
の
会
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◦
老
々
介
護
姥
捨
山
が
す
け
て
見
え　
　
　
　
　

佐
藤　

教
子

◦
孫
か
ら
の
紙
の
勲
章
晴
れ
が
ま
し　
　
　
　
　

葉
佐　

智
恵

俳
　
句
（
標
茶
菱
の
実
吟
社
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◦
敬
老
会
お
給
仕
さ
れ
し
手
打
そ
ば　
　
　
　
　

渡
辺　

文
子

◦
秋
刀
魚
焼
く
煙
に
昭
和
の
匂
い
あ
り　
　
　
　

東
出
沙
羅
夫

短
　
歌
（
自
生
林
短
歌
会
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◦
菓
子
銘
に
「
地
球
が
丸
い
多
和
平
」
と

　

よ
う
こ
そ
支
援
町
に
も
届
く　
　
　
　
　
　
　

門
屋　

和
子

◦
分
か
ち
合
ふ
踊
り
よ
ろ
こ
び
映
画
う
た

　

山
積
み
な
り
し
想
ひ
出
の
箱　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
美
代
子

◦
大
雨
に
御
嶽
山
の
火
山
灰

　

ぬ
か
る
む
足
で
続
く
捜
索　
　
　
　
　
　
　
　

若
林　

鶴
代


